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そこで筆者は「わかりあえない」ところから出発するコミュニケーションに
ついて注目している。わかりあえないことを前提に、わかりあえる部分を探っ
ていく営み。互いにすりあわせ歩み寄る事が、コミュニケーション能力であ
るという。従来のコミュニケーションに対する価値観を、一旦クリアさせら
れるような感覚を覚えた。

　大阪大学コミュニケーションデザインセンター教授である著者は、もとも
と劇作家であり、劇団「青年団」を主宰する生粋の演劇人。近代演劇では「対話」
が最重要視される。「対話」とは、あまり親しくない人同士のあいだ、または、
親しい人同士のあいだでも、異なる価値観や情報について交換し合ったり、
すりあわせをしたりすることなのであるが、日本社会にはこの「対話」とい
う考えがほとんど存在していない。このことに対し著者は、「会話」と「対話」
を区別し、「対話」を重視している。演劇人ならではの演劇を用いたコミュ
ニケーション教育のありかたに焦点を絞って述べられているところが興味深
い。ビジネス教育では重要なポイントであるコミュニケーション能力、コミュ
ニケーション教育というものを、もう一度見つめてみるきっかけとなる一冊
である。
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　『さおだけ屋はなぜ潰れないのか？』の著者が消費税増税を「数字の知恵」
で勝ち抜く！ことをテーマとして書かれた作品である。
　講義形式に記載されているため、どの部分からでも読むことができ、また
難しい経済用語や略語などは一切なく、身近な内容を分かりやすく解説され
ている。４コマ漫画も掲載されており、章末にはポイントが記載されている
ので内容が頭の中で整理しやすい。
　第１章では『平社員会計学』というミクロの視点で誰でもすぐ役立つ会計
について紹介されている。『商店街の潰れそうで潰れない店に隠された高い
収益性の仕組みとは？』『「豆大福」「ソフトクリーム」「ドーナツ」を落とし
た時の損失の違いは？』などと身近にあるからくり的な事柄を丁寧におもし
ろく解説されている。
　第２章は『数字力』というテーマでその効力と活用法が述べられてい
る。タイトルにも使われている題材や『グラビアアイドルのウエストはなぜ
58cm が多い？』という「数字のテクニック」を使える力について解説され
ている。
　第３章では『社長会計学』というビジネスパーソンに対する決算書につい
てのゼロからの解説が記載されている。『財務三表ならぬ財務三強とは？』『飲
み会の幹事に学ぶ「損益計算書」と「キャッシュフロー計算書」の違い』な
ど「会計の世界の考え方」を中心に説明されている。簿記を習ったことがあ
る人にとっては、借方と貸方の概念が違うのでわかりにくいところもあるが、
大まかな決算書の基本体系がよくわかると思います。
　最後に第４章は『パーソナル・ファイナンス』というテーマで自分自身の
お金について今後の経済事情を鑑みながら解説されている。『老後に必要な
本当の貯金額は？』『株式投資の第３のゲイン「優待ゲイン」』や『消費税増
税前に住宅や自動車などの高い買い物をするべきか？』など筆者の考えが記

『問題です。2000円の弁当を
 　３秒で「安い！」と思わせなさい』

著者：山田真哉
出版：小学館
発行：2012 年 12 月 18 日



126 127書評

載されている。
　起業教育という観点から考えると少し的が外れるかも知れないが、多角的
な考え方が思わぬ発想を生むことがあり、また商業を学ぶ者として身につけ
ておく最低限の内容を押さえておかないと新たな考え方は生まれてこないの
ではと考える。数字に弱い若者が増えつつあるが、この本を読み、数字に強
い人間になってほしいと考える。また数字だけに振り回されずに読み取る力
の育成に力点を置き、「思考力」「数字力」を養ってもらえればと思います。
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　「どうして大学に行かないといけないの」あるいは「どうして勉強しない
といけないの」という問いに対して、明快な答えを示すことのできる人は少
ないのではないか。そのような問題に悩む中高生、大学生にアドバイスしよ
うという意図で書かれたのが本書である。　　　　
　著者の浦坂氏も大学で教鞭を取られているということで、大学生の日常生
活や、思考様式を把握したうえで書かれたためか、我々大学教員から見ても

「その通り」と言いたくなる主張が多くみられる。
　まず一章では、世の中にはいかに多くの仕事があり、読者（おそらく高校
生から大学生）が就きたいと思っている職業は、多くの仕事のうちごく一部
にすぎないことが示される。すなわち、読者が「なりたい」と思う職業は、
きわめて狭い範囲（知識）の中から選ばれたにすぎないというのである。
　また、働くことの意義として、生活するための給与を稼ぐ以外にも、やり
がいや自己実現のためにも働くことがありえることを説く。しばしば生涯賃
金に関する情報や、学歴による賃金格差を示すことによって就業意欲を高め
ようという言説も見られるが、「金のためのみに働くのではない」ことを強
調するのである。
　主に高校生を対象とし、なぜ勉強しないといけないのか、という問題を進
路選択の問題と併せて考えるのが第三章である。端的に言えば、勉強するこ
とによって、将来の進路における選択肢は広がる、というのがヒントである。
　「苦手だから」「受験科目ではないから」と言って、ある教科の勉強を怠っ
たことはないだろうか。苦手科目を「捨てる」ことは、当該科目の課せられ
る試験を受けられないことになる。そのことは、受けることのできる大学、
学部を限定してしまうことになり、さらにはその先にある進路にも影響する
だろう。そのような重大な決定を、いくら受験に合格するためとはいえ、高
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